
所
得
税
の
基
礎
控
除
見

直
し
に
よ
る
1
0
3
万
円
の

壁
で
、市
の
個
人
住
民
税
減

収
想
定
額
と
こ
れ
か
ら
の
市

の
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
へ
の
影

響
は
。個

人
市
民
税
の
基
礎
控

除
額
の
見
直
し
に
よ
る
減
収

の
想
定
額
は
、基
礎
控
除
額

が
75
万
円
引
き
上
げ
さ
れ
た

と
仮
定
し
て
、約
13
億
円
。市

の
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
へ
の
影

響
は
国
か
ら
の
情
報
が
不
確

定
で
あ
る
の
で
不
明
。

年
収
の
壁
で
、1
0
0

万
円
と
1
0
3
万
円
の
税
金

の
壁
、社
会
保
険
は
1
0
6

万
円
と
1
3
0
万
円
の
壁
、

配
偶
者
手
当
は
1
5
0
万

と
2
0
1
万
の
壁
が
あ
る

が
、個
人
住
民
税
額
は
。

生
計
を
一
緒
に
す
る
配

偶
者
や
扶
養
親
族
の
人
数
に

よ
る
が
、所
得
割
が
か
か
ら

な
い
基
準
と
し
て
単
身
者
を

例
に
す
る
と
年
収
が
1
0
0

万
円
だ
。

年
収
の
壁
で
、国
は
支

援
の
情
報
を
啓
発
し
て
い
る

が
、市
は
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

働
き
方
改
革
の
取
り
組

み
は
、県
に
よ
る
就
業
の
相

談
・
あ
っ
せ
ん
窓
口
の
開
設

や
、再
就
職
を
考
え
て
い
る

女
性
の
た
め
の
個
別
相
談
を

実
施
し
て
い
る
。

社
会
保
険
未
加
入
者
の

事
業
所
に
50
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
。補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
事
業
者
に

影
響
が
あ
る
の
か
。

事
業
者
の
影
響
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
な
い
。

相
続
登
記
が
令
和
6
年

4
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
。

市
の
未
登
記
物
件
の
取
り
扱

い
は
。

広
報
で
周
知
を
行
う
。

未
登
記
物
件
に
係
る
市
の
取

り
扱
い
に
変
更
は
な
い
。

建
物
の
未
登
記
で
固
定

資
産
税
の
免
税
点
、非
課
税

物
件
を
所
有
者
に
ど
の
よ
う

に
周
知
す
る
の
か
。

お
悔
や
み
手
続
の
際
や

広
報
あ
い
さ
い
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
。

相
続
す
る
と
き
の
評
価

証
明
に
記
載
の
な
い
自
治
体

が
管
理
し
て
い
る
公
共
の
防

火
水
槽
、土
地
改
良
関
係
で

何
十
人
の
共
有
名
義
の
土
地

に
つ
い
て
、市
は
ど
の
よ
う
に

指
導
す
る
の
か
。

自
治
会
や
土
地
改
良
区

に
、関
係
部
局
等
と
協
力
を

し
て
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
の
周
知
を
図
る
。

●
囲
領
道
路
に
つ
い
て

一般質問～市政を問う～

基礎控除見直し103万円の
壁の影響は

山岡　幹雄議員

相
続
登
記
の
義
務
化

10
万
円
の
過
料

相
続
登
記
の
義
務
化

10
万
円
の
過
料

▲相続登記の義務化について

減収の想定額は、約13億円
総務部長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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